
様式１（小・中）令和４年度学校評価 計画

　

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による学力向上対策の共通理解と
共通実践を行う。読解力の向上のためのス
キル等を行う。読書活動の活性化を図る。
〇児童生徒、家庭の啓蒙をする。
〇一人一台パソコンを利活用した学習を仕
組み、学力向上へつなげる。

●学力向上対策評価シートに示したマイプラ
ンの成果指標を達成した教職員を９０％以上
にする。
〇県学習状況調査の各学年、各教科の平均
点数が県平均を超える。
〇指導用パソコンに関する研修を学期に1回
実施する。

・「北山校授業モデル」（つかむ→見通す→考え
る→深める→まとめる）を徹底し、児童生徒が対
話活動を通し、主体的に学ぶ授業づくりを全職員
で展開し、論理的思考力の高まりを目指す。
・「学校だより」「学級だより」「家庭への学習たよ
り」を発行する。また、まちこみメールで、家庭の
学習の記事やHPを紹介し、児童、生徒保護者を
啓蒙することで、家庭学習の充実を目指す。
・学習用パソコンの活用状況を把握し、必要な研
修について計画する。

B

・全職員による共通実践は、年度当初から全教科等の授
業で行うことができている。「学校だより」やHPを通して、
家庭学習の在り方を伝え、保護者への啓蒙を行ってい
る。評価シートマイプランの達成状況を各自評価し、下期
実践につなげたい。読書活動も学年等に応じた取組を行
い、定着化している。
・1人１台タブレットの利活用は、全学年で児童生徒が必
要に応じ使用している。夏季休業中には研修を行い、全
職員の操作のスキル向上に努めている。

A

・小学部・中学部ともに、１２月実施の県学習状況調査では、各
学年、各教科の平均点数が県平均を超えた。さらに調査結果を
分析し、今年度中に取り組む課題を整理した上で共通実践につ
なげていく。主体的に学ぶ授業づくりは全職員で展開ができてお
り、成果はみられるが、児童生徒の学習に対する主体性は、ま
だ向上の余地があるとみられる。
・1人１台タブレットの利活用は、全学年で総合的な時間を始め
多くの時間で活用されている。職員についても、今後も操作のス
キルアップの研修は随時行っていきたい。

A

・学力向上については、向上が目に見える形
で示してもらった。引き続き取り組みをお願い
したい。

○児童生徒が、,課題解決に向けて、対話的
な活動を経て、主体的に学びぶような授業
実践を積み重ねる。
〇中学生は、スコラノートを取り入れ、学習
内容や時間、方法を含め自分の生活をコント
ロール（セルフマネジメント）させる。また、家
庭学習の自学ノートを検討し、家庭学習の充
実を図る。

○学校評価アンケートで、「全教科等で、児
童生徒が主体的に学び、目的を明確に定め
た対話的な活動を取り入れた授業実践をし
た」について肯定的な回答をした教職員を
80%以上にする。

・校内研を通して、主体的に学ぶ児童生徒の
育成を目指した、効果のある対話的な活動
を取り入れた授業改善を全職員で目指す。
日々の授業や言の葉タイム、読書の充実を
通して、児童生徒の読解力、論理的思考力
を伸ばす。また、それらの力の基礎を育て、
定着を目指し、家庭学習の充実を図る。

B

・職員は、児童生徒がより主体的になるための対話的な
学習活動を意識して授業づくりを行っている。アンケート
では、児童生徒、保護者ともに高評価である。職員も８割
はできていると答えているが、授業見学週間や授業研究
会等を通して、さらに研修を深めていきたい。中学部は、
９月より毎日提出させていた自主学習ノートを廃止し、主
体的に行う自主学習へと家庭学習を変更した。変更後の
検証が必要である。

B

・教職員のアンケートでは、「効果的な対話の場面を取り入れ、
主体的に学ぶ姿をめざして授業を行った」の回答が９割を超え
た。家庭学習においては、小学部は「家勉がんばろう週間」で普
段行わない学習に取り組むことができた。中学部は、自主学習
ノートを自由化したことで、計画的に自分に必要な学習を考えて
取り組んだ生徒は、約半数であった。加えて、以前より学習時間
が減ったと回答した生徒が約６割であった。今後は計画的な家
庭学習の実践を図る必要がある。

B

・保護者とも協力して、家庭学習の更なる強
化に取り組んでほしい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する、他
者への思いやりや社会性、倫理観や正義
感、感動する心など、豊かな心を身に付ける
教育活動を行う。

○いじめいのちを考える日に、集会活動や
学級活動を行う。
○学校評価アンケートで「人が困っていると
きは進んで助けますか」の設問に対し、肯定
的な回答をする児童生徒を８５％以上にす
る。

・授業を公開することにより、家庭や地域の
方々に学校の取組を知ってもらうと共に、心
の教育においても家庭、地域との連携を図
る。 B

・いじめいのちを考える日には、学年で担当し、全校集会
において取り組むことができた。
・学校目標において、「命の大切さ」や「やさしい言葉か
け」等の項目では、肯定的な回答が９０％以上見られる
が、友達の嫌がること等については、肯定的な回答は８
０％程度であり、知識面と行動面の開きが見られる。

B

・いじめの早期発見、早期対応体制の充実を図る体制が、学校として強固に
なっている。研修等を通して教師の認識が高まり、児童生徒の言動等から得た
情報を早急に共有し、早急に対応したり継続的に支援したりしている。また、
SCや市教委、医療関係等外部機関との連携をとることでいじめ防止への意識
は向上しているが、アンケート結果からは、保護者、児童生徒とともに、あまり
できていないと感じている割合が多くなっている傾向があるので、よりよい関係
つくりを基本とした学級作りを行っていく必要がある。

B

・友達に対して嫌なことを言ったり、したりして
いるのはアンケートから分かった。引き続き、
常日頃より心の教育に取り組んでいただける
ようお願いしたい。

●いじめの早期発見、早期対応体制の充実 ○全国調査で「いじめはどんな理由があって
もいけないことだと思いますか」の項目で、正
しい認識を示す児童生徒の割合を小中とも
に８５％以上とする。

・月に１回、いじめいのちを考える日として、人権
集会を行う。
・いじめアンケートを月に１回にとり、また日常の
細かな観察と併せ、早期発見、早期対応を行う。
・職員の意識高揚を目指し「いじめ未解決０」を北
山校のスタンダートとする。

A

・夏季休業中にいじめ防止の研修等を行い、いじめの定
義を全職員で再確認した。また、いじめ・いのちを考える
日に学年ごとの取組発表を行い、意識の継続を図ってい
る。しかし、「いじめはどんな理由があってもいけないこと
だ」と認識する子どもが100％ではないので、今後も指導
を継続及び強化をしていきたい。

B

・アンケートの結果から、「友達の嫌がる言葉を言ったり、したりしてい
ませんか。」という項目の回答には、「している」と回答した児童生徒は
依然として0ではない。また、いじめに発展する可能性のある友人トラブ
ルなども発生し、その都度対応をしている現状である。今後も、いじめ・
命を考える日の活動や「北山校仲良し宣言」を中心とし、学校全体とし
て生徒指導を続けていく必要がある。

B

・アンケートの中に児童生徒の自己評価が7月か
ら12月にかけて下がっているものもある。これは
子どものいじめのとらえがより明確になり、自身の
自分の行動へのとらえが厳しくなったことの表れと
もいえるのではないか。

○「あいさつ・返事」「正しい言葉遣い」ができ
る児童生徒の育成を行う。

○「あいさつ、返事、正しい言葉遣いができ
ている」について肯定的な回答した児童生
徒・教職員を85%以上にする。

・「あいさつ、返事、言葉遣い」についての指導
を、年度初めに全校集会、学級指導、児童生徒
会活動を通して徹底する。また、年間通して全職
員で指導の徹底を図り、集会等の折に中間評価
を加える。また、育友会の協力も得て連携して取
り組む。

B

・あいさつや返事の指導を日常的に行ってはいるが、児童生徒
が「進んで」「元気に」「いつでも」できている状況ではない。ま
た、アンケート結果からみても当項目の達成状況が昨年同様
の７０％程度であった。（保護者、児童生徒）強化月間や育友
会との連携を行い、今後も粘り強く指導していく必要がある。

B

・当項目のアンケート結果から、児童生徒の変容はあまり見られなかっ
たことと、１２月のアンケート結果から、児童生徒の９３．１％はできてい
る、だいたいできていると回答しているが、保護者３５．５％や教職員１
３．３％は努力を必要と回答している。よって評価を「B」とした。場に応
じた言葉遣いや進んで行うあいさつについても、今後も継続した粘り強
い指導が必要である。

B

・家庭内でも挨拶がうまくできていない時がある。
外ではきちんとできているのか心配なところがあ
る。
・児童生徒が自分から積極的に挨拶ができるよう
に引き続き指導をお願いしたい。

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に
向けて意欲的に取り組むための教育活動を
行う。児童生徒一人一人のよさを生かし、志
を高めるよう支援する。

◎「将来の夢や目標を持っている」について
肯定的な回答をした児童（小学６年生）生徒
（中学３年生）を85％以上にする。
◎ICT機器を活用した不登校対策の充実を
図る。

・キャリアパスポートを活用し、各種体験活動
では、児童生徒に自分の生き方・目標を見
据えた活動の見通しと学びの振り返りを行う
活動を仕組む。 A

・児童生徒のアンケートで「将来の夢や目標を持っている」につ
いて「できた、だいたいできた」と肯定的な回答をした児童生徒
は約９８．４％であった。今後はキャリアパスポートの活用に関
して教職員の意識をさらに高める必要がある。
・不登校対策についても、必要に応じてＩＣＴ機器を活用した充
実や対策を家庭と連携を図りながら行っていきたい。

B

・アンケートの結果より、できている、だいたいできているの項目は、教職員
は、１４．３％、保護者は０．９％の意識向上の変容が見られた。児童生徒は逆
に１２．２％も下がる回答の結果となった。児童生徒に夢や希望を語る指導や
工夫された取り組みが求められている。
・不登校対策については、必要に応じて今後もＩＣＴ機器を活用した充実や対策
を家庭と連携を図りながら行っていきたい。よって評価を「B」とした。

B

・将来の夢に関しては、7月より12月にかけて
児童生徒の自己評価が下がっている。そのこ
とは、職場体験などの学習を進めることによっ
て、いい意味で就業、夢のとらえに迷いや揺
れが出てきたのかもしれない。

●安全に関する資質・能力の育成をめざす。 ○「児童生徒が自身の命を大切にする指導
とともに、事故や事件に遭わないように安全
指導を行った」について肯定的な回答をした
教職員を90％以上にする。

・危機管理マニュアルの内容を４～５月中に
全職員で確認する。日頃から事例等を示し、
児童生徒にも当事者意識を持たせる。
・児童生徒に年３回の避難訓練の意義の理
解を図り、自分で考えて行動し、安全を確保
できる資質総力を育むようにする。

A

・危機管理の事例を職員研修等で確認し、実施でき
た。また、安全教育に関する教職員、児童生徒、保
護者の評価も高い。２学期予定の避難訓練では、避
難具の使用を検討するなど、改善を施すことができ
ている。そのためか、本校では現在（10月初旬）まで
大きな事故や怪我などは発生していない。

A

・教職員のアンケートでは、「安全に関する指導を継続して
行っている。」の回答のうち、肯定的なものが86%であった。
目標には届かなかったが、児童生徒や保護者の意識調査
では９割を超えており、大きな事故や怪我も発生していない
ことから、一定の成果は現れていると思われる。日常生活
の過ごし方等の指導も含め、安全に対する意識高揚に向
けて、今後も継続した取り組みが必要だと思われる。

A

・大きな事故等もなく良かった。地域連携の防
災学習の取り組みはよいことである。

○自ら健康的な体づくりをしようとする児童
生徒の育成をめざす。

○「体育の時間や昼休みの遊び（部活動）な
どで体力がつきましたか」について肯定的な
回答をした児童生徒を80％以上にする。

・外遊びや日常的な運動を奨励するととも
に、部活動（中学部）の時間を充実させる。
異年齢集団での交流活動の中に「健康づく
り」「体力増進」を目的としたものを組み入れ
る。 B

・体育の授業では運動時間の確保を課題として、児童生
徒が体を動かす時間を増やすよう努力した。中学部の昼
休みの運動については、委員会等の仕事でなかなかグラ
ウンドに出ることが少なかった。中学では体育の授業を
中心に「体力増進」のために指導を行っていく。 B

・中学部の体育の授業では「体力増進」を目指し、準備運動後に種目
に関わる体力要素を意識した補強運動に取り組んだ。「体育の時間で
体力がついたか」というアンケートに対して肯定的な回答は90％であっ
た。目標は達成したものの、小中学校共に今後も授業時の活動量を確
保した授業に取り組んでいく。
・小学部では、週に一度程度クラス全員で体を動かす遊びをする機会
を設定している。また、体育の時間に学習したことを生かし、休み時間
や長期休みなどに積極的に運動ができるよう工夫している。

B

・元気に過ごす姿も見かけるが、家では目に
見えないところでのSNSを通じたつながりが気
になる。常に変化を逃さないように家庭でも気
がけている。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間の
削減を行う。

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を４５時間以下になるように努め
る。
・月ごとの超過勤務平均時間を毎月３５時間
以下にする。

・定時退勤日を設定・徹底する。
・原則として課業日１日と週休日１日の部活動休養日
を徹底する。
・会議の時間の短縮と目的の明確化。週に１回、集中
して業務に没頭する時間帯の設定。
●仕事量が多い校務分掌では、担当主任を３～４人の
複数にし、仕事を分担し、平準化した。
●中学部から小学部へ書写、理科、体育、音楽ので授
業を行う。３，４年生の複式学級を２人の教員で担当す
る。

B

・定時退勤日については定着しつつあるが、繁忙期においては
困難な場面もあった。
・極力会議の数は必要な分にとどめ、職員会議では所要時間
を示すなど時間の効率的な利用に努めた。
・業務の平準化を心がけたが、教科等の理事等の役割が重
なったため出張をできるだけ精選すること等で対応した。
・中学部からの出授業や３，４年副担任配置により小学部で
は、教材研究や児童対応の時間を作ることができた。

B

・アンケート結果から、時間外勤務４５時間以内を意識し、
働き方改革推進に積極的に参画しているという職員の割
合が上昇しており、自身の勤務時間に対する意識が向上し
ていると言える。1月31日現在の平均超過勤務時間は、30
時間程度だが、個人差は大きい。
・中学部からの出授業や出張の精選により業務の平準化
を図ったが、学年間のアンバランスも散見された。行事の
見直しを図るなど改善をしていく。

B

・働き方改革については、行事のカットなど更
なる精選や配付物のICT活用など保護者に
もっと相談をしてもよいのではないか。
・有給休暇の取得推進が言われているが学
校の取り組みはどうだろうか。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域との連携

○地域連携活動を推進する。
○ふるさとへの愛や誇りを持ち、ふるさと
を自慢できる児童生徒を育てる。

○地域と連携した活動「北山ふれあい企
画」の行事について肯定的な回答をした
児童生徒を90%以上にする。

・「サマーキャンプ」「冬の北山まつり」を「自分た
ちで企画運営し、子ども達が地域の方々や仲間
と充実した時間を過ごす体験活動」と地域・学校
で共有してとらえ、より実情にあったものに改善
し、参加者全員が充実感を味わえる企画とする。

A

・今年度も活動規模を縮小して開催したが、アンケート結
果、教職員、保護者、児童生徒ともに高評価であった。全
国調査の質問「地域行事に参加していますか。」への回
答は全児童生徒が肯定的な回答だった。今後も工夫改
善を加え故郷に誇りをもつ子どもを育てたい。

A

・北山ふれあい企画は、全児童生徒が肯定的な回答だった。保護者アンケート
でも『学校は、地域連携活動を推進し、行事等を通して、子どもたちの「ふるさ
と北山」を大切にする気持ちを育成している』と90％以上の保護者が回答し
た。引き続き取り組みを継続する。
・保護者、学校、地域の協力の下で地域連携行事を行ってきたことは、日頃の
児童生徒の関係性にもつながり、たてわり活動が楽しいと回答する児童が
95％を超えた。

A

・富士、三瀬、松梅と協力して行事を行うなど
もしてもよいのではないか。

○小中一貫教育

○小中一貫教育を推進し、９年間を見通
した教育課程を編成する。

〇小中連携した取り組みによる、特別支
援教育の充実を図る。

○「小中一貫教育のよさを実感する」に
ついて肯定的な回答をした教職員の割
合を90%以上にする。
〇職員間で連携し、指導に当たることが
できたとする職員を９０％以上にする。

・小中一貫教育のねらいやよさ（９年間の系統性
と小中の連携）を再確認して、全ての活動や行事
に「めあて」「身についた力の振り返り」を取り入
れ、児童生徒の資質・能力の伸長をあらゆる教
育場面で図るようにする。
・月1回開催の子ども支援会議の場において効果
的に情報共有をし、児童生徒の指導に当たる。

A

・小中一貫教育の効果が児童生徒の中にも定着し
てきており、アンケート結果は教職員、保護者、児童
生徒ともに高評価である。学校行事等に明確なねら
いをもたせ、学校教育目標（感謝・絆・全力）を意識さ
せながら教育活動を行っている。今後もカリキュラム
に工夫改善を施し更に効果を高めたい。

A

・９年間の学びの連続性・系統性を生かし、「小中一貫教育のよさを実
感する」について肯定的な回答をした児童生徒、保護者、教職員の割
合が90%を超えており、小中一貫教育の効果が定着している。今後も、
合同の行事等に明確なねらいをもたせること、９年間のカリキュラムを
見直していくことを怠らず、小中一貫校としての強みを高めたい。
・定期的なケース会議や子ども支援会議において効果的に情報共有を
し、児童生徒の支援をすることができた。

A

・アンケートからも小中一貫教育のよさについ
ては、保護者、教職員とも感じていることが分
かる。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 佐賀市立小中一貫校北山校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・校内研で取り組んでいる対話場面を効果的に取り入れる授業実践については、成果として表れた部分もあった。引き続き取り組みを継続し、更なる効果を目指したい。
・あいさつや言葉づかいについては、児童生徒と保護者、教職員の成果の隔たりがある。引き続き取り組みを継続することで、改善を図っていく。
・地域連携、小中連携の取り組みを、児童生徒の育成はもとより、業務改善の視点からも活かせるよう検討していく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・小中一貫校として、新学習指導要領の趣旨に則った授業づくりを全教科等で行い、校内研究のテーマとしたことで児童生徒が主体的に学ぶ姿が多く見られるようになった。しかし、読解力や思考力・判断力・表現力の育成に関しては課題が残った。また、学びの土台となる小学
部前期ブロックの時期終了までに学習訓練と基礎学力の定着が重要であることが明らかとなった。
・地域の絆の深さを生かした交流活動や地域の特性を生かした体験活動を通して、ふるさとへの愛や誇りを持つ児童生徒を育成する。総合的な学習とキャリア教育、SDGｓの観点からの取組と教科等の学習の関連付けを行い、児童生徒にこれからの時代を生き抜く資質・能力を
つけさせるようにする。
・コロナ禍に限らず、思いやりを持ち、人との絆を大切にする子どもの育成については、引き続き指導強化していく。　　　　　・業務改善を促進し、業務のスリム化・重点化を行うことで教育の質の向上を目指したい。

２　学校教育目標 「感謝・絆・全力」を合言葉に、小中一貫教育と各種交流活動によって、自主・自立に向かう児童生徒の育成をめざす。

３　本年度の重点目標
①「感謝」―　豊かな心【キーワード：　自他の生命尊重　　他人を思いやる心　  自己肯定感　　キャリア教育　】
②「絆」―　絆づくり【キーワード：　人間関係力の向上　　ふるさとへの愛、誇り  　地域連携　　小中一貫教育　】
③「全力」―　学力向上【キーワード：　基礎・基本（学習・生活習慣）定着　　思考力・判断力・表現力向上　　体力向上　】


